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企画説明 野本 京子
司会　引き続きまして、オーラルアーカイヴ
班の代表であります本学、野本教授より趣旨
説明をいたします。
野本　野本と申します。このシンポジウムの
趣旨説明をさせていただく前に、一言お礼を
申し上げます。ポール・トンプソン先生をは
じめパネリストの皆様をお迎えできましたこ
と、私たちは本当に喜んでおります。また今
日、参加していただいた会場の皆様にも、お
礼を申し上げます。それからポール・トンプ
ソン先生を招聘されましたのは、慶応義塾大
学の経済学部ですが、松村高夫先生をはじめ、
同学部からご高配を賜りまして、このシンポ
にトンプソン先生をお迎えできました。ここ
にあらためて感謝の意を表したいと思います。
ありがとうございました。
　それでは本シンポの企画といいますか、こ
れからどのようなことを目指していこうと考
えているのかについて、簡単にお話し致しま
す。先ほど本COEの藤井拠点代表が説明し
ましたように、私たちは史資料ハブ地域文化
研究拠点プロジェクトの六つの班の中の一つ、
オーラル・アーカイヴ班に所属しています。
アーカイヴズという以上は研究だけではなく、
記録・保存そして公開といったことが不可欠
であり、私たちもそこに大きな力を注ぎたい
と考えておりますが、いまだ大海に乗り出し
た小舟のような心境というのが正直なところ
です。
　日本のオーラルアーカイヴズの現状は、イ
ギリスのブリティッシュライブラリーのナ
ショナル・サウンド・アーカイヴや、アジア
でいいますと、シンガポールの国立公文書館
のオーラル・ヒストリー・センターなどを考
えますと、まだ人々の声を記録として残し、
それを同時代の人々が共有し、そして次世代
の人々につなげていくということ、そのよう
なシステムを構築していくのは、これからの
課題なのではないかと思います。
　私たちの班は若手研究者や大学院生も参加
しておりますが、大学院生を中心に、さまざ
まな地域のオーラルアーカイヴズの状況を調
べましたところ、日本では公的機関というこ
とでは、検索の網にかかってこないんですね。
いろいろな困難が予測されますが、そういう
現状であることを認識したうえで、記録化し、
保存し、公開していくためには何が必要かと
いうことを考えていこうと思っております。
それでは、どのような形で、どのような
「声」を記録・保存していくのかということ
が問題となります。それが今日のシンポの
「消えゆく声を聞く、見えないものを見る」
というテーマにかかわっております。私た
ちの班では、アジア・アフリカ、とくにアジ
アにおけるオーラル資料の存在形態を調査・
確認しつつ、研究面ではアジア地域を主要対
象として―必要に応じてはその周縁の地域
も視野に入れながら―、20世紀を生き抜
いてきた人々の多様な声を聞き取っていきた
いと考えています。とりわけ革命・政変・戦
争など激動の20世紀を生き抜いてきた市井
の人たちの「語る声」、「語ろうとしない声」
―これをどのように聞き取っていけるのか
は非常に難しい問題ですが―に耳を傾け、
記録していくことを目標としております。本
シンポジウムのタイトルといいますか、テー
マもこのような問題意識と結びついています。
　今日のシンポでは、サブタイトルにありま
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す「オーラルヒストリーの可能性」について、
壇上の諸先生にご自分の研究を踏まえて語っ
ていただきたいと思います。そして記録・保
存するという側面であるアーカイヴズについ
ても考えていこうというのが、このシンポジ
ウムの趣旨ということになります。
　オーラルヒストリーにつきましては、最近
また非常に関心が高くなっていますが、アー
カイヴズの問題を含めて、情報の交換という
か、人と人とのつながりが非常に大切になっ
てくると思います。本日のシンポがそのよう
な意味での大きな足がかりとなりますように
願っております。
　ここでもう少し、私たちの班が研究面では
どのような方向を目指していくのかというこ
とをお話ししておきたいと思います。先ほ
ど「語る声、語ろうとしない、市井の人々の
声」と申しましたが―とはいっても政治家
といった人々の「声」を排除するものではあ
りません―、とりあえず「移動」というこ
とをキーワードとして取組んでいこうと考え
ております。つまり人の移動、モノの移動、
情報の移動というものを核として、調査・研
究を進めていきたいということです。今日、
パネリストの諸先生をお招きしましたのは、
このような研究を進めていくうえでの大きな
指針としたいという願いからです。例えば、
私の関わっております農業史とか農業経済
学、農村社会学といった分野、そこでもオー
ラルを用いた研究があります。またオーラル
を使った研究は、社会学はもちろんですが、
民俗学ですとか口承文学ですとか、さまざま
な分野で実際になされてきました。従来から
オーラルという手法は使われてきたわけです
が、さまざまな分野の方々とお話ししながら、
方法論についても研ぎすませていければと考
えております。
　現在の状況について具体的に申し上げます
と、私たちの班のメンバーである大学院生の
ひとりは、すでにカンボジアに調査に出てお
ります。彼女は博士課程に在籍していますが、
カンボジア語が非常に堪能であり、カンボジ
アで違う環境の下で生きてきた同世代の女性
の聞き取りや、「車夫」への聞き取りを行なっ
ています。また、カンボジア・ドキュメン
テーション・センターという、音声記録を収
集しつつある機関ですが、その現状等につい
ても報告を送ってきてくれています。班のメ
ンバーに関わるこれからの計画でいいますと、
ネパールのカトマンズ盆地に住むネワールの
人々の中でネパール＝チベット交易に携わっ
てきた経験者への聞き取り調査のほか、ベト
ナム戦争とベトナム知識人、中国・東北地域
の朝鮮族の人々、日系ブラジル人移民の問題
などがあげられます。本学では大変多くの留
学生が学んでいますが、「移動」というコン
セプトからすれば、留学生も大きな流れの一
つといえます。戦前から戦後、そして現在に
至るまで、外語大の留学生がそれぞれの時代
に、どのような地域からどのような思いで来
日し、本学で何を学び、帰国後、何をしてい
るのか。こういったことについても、視野に
入れていきたいと思っております。
　いずれにしましても、大海に乗り出したま
だ小さい舟ですので、皆様方のお力をお借り
しまして、少しでも先に進んでいきたい。そ
して私たちの班の活動が、オーラルヒスト
リー、オーラルアーカイヴズに関心をお持ち
の方たちと手と手をつなぐ、つながりの一助
になればと切に願っております。
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パネリスト紹介
司会　それでは、パネリストの方をご紹介さ
せていただきたいと思います。むかって右側
から、ポール・トンプソンさん、もうオーラ
ルヒストリーの古典になっております、皆さ
んご存知の『記憶から歴史へ』の著者でござ
います。本日は、通訳の方は、ハーバード大
学の中山さんと、それから、都立大学の本橋
さんにお願いしております。千葉大学の桜井
厚さんです。ライフヒストリー研究で第一人
者として活躍されております。エセックス大
学社会学部客員研究員をされている酒井順子
さんです。ポール・トンプソンさんの『記憶
から歴史へ』の訳者でもございます。岡山大
学文学部の中尾知代さんです。中尾さんは、
社会文化論、戦争捕虜調査論で活躍されてお
ります。折井美耶子さんです。オーラル・ヒ
ストリー総合研究会というところで、地域女
性史を精力的に研究されております。保苅実
さんです。日本学術振興会の特別研究員で、
現在アボリジニの研究などをされております。
最後に、本学の倉石一郎さんです。教育社会
学を専攻されております。
　以上の皆さんに、本日はご報告をお願いし
たいと思います。よろしくお願いいたします。
それから、司会は、本学の南アジアの人類学
を専門とされている石井教授、それからベト
ナム近現代史を専攻しております私、今井が
務めさせていただきます。どうぞご協力をよ
ろしくお願いします。
司会　それでは、最初の報告者としまして、
ポール・トンプソン先生にお願いいたします。
どうぞよろしくお願いします。
＜トンプソン氏発言部分・略＞
司会　トンプソン先生、どうもありがとうご
ざいました。オーラルアーカイヴの持つ知的
価値であるとか、オーラルアーカイヴ化の持
ついろいろな問題点や課題といったものにつ
いてクリアに整理してお話していただけたか
と思います。皆さんのほうでいろいろご質問
があるかと思いますけれども、質疑応答の時
間は、一番最後にまとめてとりたいと思いま
す。ご質問のある方は、是非メモなどに残し
ておいて、質問していただければと思います。
引き続きまして、桜井厚先生にご報告をお願
いしたいと思います。よろしくお願いいたし
ます。
